（仮称）仙台市自殺対策計画の計画目標について第３回仙台市自殺対策連絡協議会
当日配布資料
平成30年10月16日

１．自殺総合対策大綱（厚生労働省）における目標
　○自殺死亡率を平成38年（2026年）までに、平成27年（2015年）と
比べて、30％以上減少
	平成27（2015）年自殺死亡率
	30％
減少

	平成38（2026）年自殺死亡率

	18.5
	
	13.0
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　（参考）世界保健機関による先進諸国の自殺死亡率
　　○フランス	15.1（2013年）  ○米国	13.4（2014年）
　　○ドイツ		12.6（2014年）　○カナダ	11.3（2012年）
　　○英国		 7.5（2013年）　○イタリア	 7.2（2012年）

２．（仮称）仙台市自殺対策計画（以下、「本計画」）における目標
○大綱の目標を念頭に置き、11年間（平成27年～平成38年）で
自殺死亡率を30％以上低減（平成27年17.6　➡　平成38年12.3）
➡　１年間で約2.7％低減

○本計画の期間は平成31（2019）年度から平成36（2023）年度までの５年間
➡　平成27（2015）年～平成30（2018）年の３年間に計画期間の５年間を
加えた８年間で22％減少（約2.7％×８年間＝21.6％）

	平成27（2015）年
自殺死亡率
	
	平成35（2023）年
自殺死亡率
	
	平成38（2026）年自殺死亡率

	17.622％
減少

	
	13.7
	
	12.3


30％
減少のペース



（参考）宮城県自死対策計画中間案（平成３０年８月）
　➡　計画期間は、平成30（2018）年度から平成38（2026）年度までの9年間
	平成27（2015）年自殺死亡率
	30％
減少

	平成38（2026）年自殺死亡率

	17.4
	
	12.1




